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研究成果の概要（和文）：本研究では、児童生徒の健康やICT機器の使いやすさの観点から、学校の実際の状況
に基づいてICT機器を快適に使える学習環境やそのための対策を検討した。学校での実践により、端末を使う児
童生徒の視距離や健康指導をする教員の理解について知見を得ることができた。また、児童生徒が適切な視距離
を意識するための方法や、教室環境の課題である蛍光灯の画面への映り込みについて理解を深める方法の提案を
した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the learning environment in which ICT equipment 
can be used comfortably and the measures to achieve this based on the actual situation in schools 
from the viewpoints of students' health and ease of use of ICT equipment. Through practice in 
schools, we were able to gain knowledge about the viewing distance of students who use the devices 
and the understanding of teachers who provide health guidance. In addition, we proposed a method to 
make students aware of the appropriate viewing distance and a method to deepen their understanding 
of the reflection of fluorescent lights on the screen, which is an issue in the classroom 
environment.

研究分野： 人間工学

キーワード： ICT　タブレット端末　学校　教育　学習環境　健康　視覚疲労　近視

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学校では1人1台の端末を使って学習するようになったが、子どもの健康に与える影響やその対策については現在
も多くの検討や議論が進められている。本研究により、学習に端末を使う際の視距離や学校の教室環境について
基礎的知見を得ることができ、学校で活用することを想定した情報発信を行うことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
  
研究開始当初は文部科学省による GIGA スクール構想が始まる前であったが、教育分野にお

ける情報化を背景として、児童生徒が学校での学習に ICT 機器を使うようになっていた。そし
て、ICT を活用した教育の導入や普及が推進される一方で、健康面への悪影響に対する懸念が指
摘されていた。例えば、文部科学省『学びのイノベーション事業』の調査（2014）では、ドライ
アイや視力の低下、姿勢の悪化に対して、教員や保護者が懸念していることが報告されていた。
また、その頃、文部科学省によるデジタル教科書に関わる検討会議でも、児童生徒の健康面への
影響や対策について議論が進められた状況にあった。 
 児童生徒の健康については懸念だけではなく、研究代表者らが実施した調査から、児童の 3 人
に 1 人がタブレット端末利用において眼や首、肩などに身体的疲労を感じている実態も示され
ていた。また、教室でタブレット端末を使う児童の様子を観察すると、、教室の蛍光灯の映り込
みを避けたり文字を書きやすくしたりするために、筆箱を使ってタブレット端末を自分で傾け
るなど、ユーザーである子ども自らが使いやすい環境を作らなければいけない状況であった。さ
らに、児童によっては姿勢を崩してタブレット端末に目を近づけて学習活動をしていた。 
上記のような状況を招いている要因として、教室環境は子どもが ICT 機器を使って学習する

ことが想定されていないことや、タブレット端末などの ICT 機器は子どもの特性や学習場面が
考慮されていないことなどが考えられた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 学校での学習に ICT 機器が導入され、児童生徒が端末を使って教室で学習することが推進さ
れていたが、児童生徒の健康面への影響や機器の使いやすさに関する対策が求められていた。そ
こで本研究では、児童生徒の健康面や ICT 機器の使いやすさの観点から、ICT 機器を快適に使
える学習環境を提案することを目的として、学校や学校教員と連携して研究を実施した。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 児童生徒の健康については学校の養護教諭が重要な役割を担っている。そこで、ICT 機器の
利用における児童生徒の健康や学校での指導方法について検討するために、養護教諭による健
康観察の状況と児童生徒への懸念内容について、養護教諭 226 名を対象としたアンケート調査
を実施した。 
 
(2) ICT 機器利用における視覚疲労は、画面を近い距離で長時間見ることが一因となる。そのた
め、画面から目を離して十分な視距離にすることが疲労軽減の対策となる。また、近距離での長
時間の観察は近視の発症や進行にも関係していると言われる。そこで、ICT 機器を用いた学習時
の視距離の現状について、中学生 74名を対象として、紙の教科書と 2種類の大きさのタブレッ
ト端末を用いて、教科書の音読時における視距離を測定した。 
 
(3) 児童生徒が自らの健康を意識して ICT 機器を使えるようになることを意図して、目と画面
との距離を 30cm 以上にすることを心掛けるための学習活動を検討して、小学校及び中学校にお
いて実践した。実施当時、GIGA スクール構想による 1 人 1 台の端末利用が始まり、児童生徒の
健康に配慮する指針の一つとして、目と学習者用コンピュータの画面との距離を 30 ㎝以上離す
ことが挙げられた。本研究では、その指針を支援する方法として、人間工学の視点から自分の腕
の長さを実際に測って知るという方法を考案し、小学校 2校の 5，6年生、及び中学校 1校の 1，
2，3年生の計 128 名を対象として、健康について考える授業の一環として実践した。 
 
(4) 教室で端末を用いる上での課題の一つは、蛍光灯の画面への映り込みであり、従来の紙の教
科書や教材、ノートの利用との大きな違いである。端末画面に光の反射を軽減するアンチグレア
の対策がなされていれば、映り込みの影響は少ないが、学校で用いられている端末はそうでない
ことも多い。さらに、映り込みが生じることで、児童生徒が自分の頭で蛍光灯を遮るようにして
画面に眼を近づけてしまうことや、体を横に傾けて画面を横方向から見てしまうこともあり、そ
の結果、姿勢が悪くなり視距離が短くなってしまう懸念もある。そのため、学校教員の理解や児
童生徒への指導が必要とされる。そこで本研究では、教室での蛍光灯の映り込みについて学校教
員が理解を深め、児童生徒への指導につながることを目的として、画面の映り込みについて簡易
なシミュレーションができるツールを三次元 CGで作成した。 
 



４．研究成果 
 
(1)養護教諭を対象としたアンケート調査の結果、学校で児童生徒がタブレット端末を使用して
いてその様子の健康観察をしている養護教諭は約 21%であり、タブレット端末を使用しているが
様子を見ていない養護教諭は約 61%であった。そして、タブレット端末を使用していないと答え
た養護教諭は約 19%であった。また、健康観察をしている群では、児童生徒の眼や姿勢に対する
懸念の程度が一番高い「かなり心配である」への回答が少なかった。それより、タブレット端末
を使用する様子を実際に見ることで、児童生徒の状況を把握でき、健康問題の早期発見と適切な
対応に繋がる可能性が示唆された。 
 
(2)中学生を対象として視距離を測定した結果、紙
の教科書とほぼ同じ大きさの、大きいタブレット
端末の平均視距離が 38.0cm であり、他の 2条件よ
りも長かった（図 1）。また、紙の教科書は 36.2cm、
小さいタブレット端末は35.5cmで差はみられなか
った。それより、タブレット端末において画面サイ
ズが大きいことの優位性が示された。また、十分な
視距離の確保は、視覚疲労の軽減や近視予防の点
で重要となるため、ICT 機器の特性や使い方を含め
て、児童生徒の健康面を考えていく必要性が考察
された。 
 
(3) 健康について考える授業の一環として自分の
腕の長さを測定した結果、小学 5 年生から中学 3
年生までにおいて、肘から中指の先までの長さの
平均は、順に 36.4cm、37.4cm、40.2cm、41.0cm、
42.5cm であった（図 2）。また、全員が 30cm 以上
であることが示された。授業後の感想からは、自分
の腕の長さを手掛かりにすることで簡単に視距離
を 30cm 以上にできるという意見があり、本方法が
児童生徒の健康に対する意識を高める良い効果が
ある可能性が示唆された。 
 
(4) 教室での蛍光灯の映り込みを簡易にシミュレ
ーションができるツールを作成した結果、児童生
徒の着席時の視点からの見え方や端末の角度を変
えた時の映り込みの違いなどの理解を支援することが可能となった。そのツールを学校教員が
児童生徒に対して用いることもできるため、児童生徒自身が ICT 機器の使い方について理解を
深めることが可能となった。学校教員からも効果的であるという意見を得られ、学校での利用に
向けて研究を進める意義が確認された。 
 
(5) 研究期間全体を通じて、教室でデジタル端末を使う児童生徒の視距離の現状や健康指導を
する教員の状況を確認し、児童生徒が適切な視距離を意識するための方法や教室環境の課題で
ある蛍光灯の画面への映り込みに関わる対策について検討した。また、得られた知見が学校で活
用されることを意図して、学校教員向けにも情報発信した。 
 

図 2 児童生徒の腕の長さの結果 
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図 1 タブレット端末と紙の教科書の視距離 
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